
株式会社オーツカ 野村 俊夫

令和４年度

エコテクノ２０２２
地域で取り組む再エネ・省エネ促進セミナー

「省エネ診断を活用したムリ・ムラ・ムダの
徹底追求による省エネ活動
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【社内省エネ診断】

・診断のやりかたを模倣し
簡易診断手法にて社内診断を実施

小集団活動として
社内診断を実施
↓

社内展開 創意工夫改善提案制度
継続的な全社活動へ

【省エネ活動の状況】

・第一種エネルギー管理指定工場
年１％の原単位改善を目標に活動
省エネにやりつくし感・マンネリ化

専門家のご意見・具体的な数値
・費用対効果が知りたい

【省エネ診断】

・省エネルギーセンター様 の
無料省エネ診断を受診
・さらに深堀診断である
エア・熱漏れテーマ別診断を受診

診断によりエネルギーロスが見える化
提案内容の対策を実施

事例要旨

【省エネ活動の結果】

・原単位 ２％減
・原油換算 ７６kｌ
・ＣＯ2 ２０４トン減
・原価低減 ４,０９７千円

診断
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リサイクル材の活用

リサイクルカーボン
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オートマの摩擦板

泥よけ(ﾌｪﾝﾀﾞｰﾗｲﾅ)



エネルギー使用状況と省エネ･環境対策事例①

原油換算エネルギー使用量

４,０８５ｋl/年
⇒第1種エネルギー管理指定工場

関ヶ原工場 エネルギー割合

省エネ目標：原単位(kl/㎡)を｢年１％｣改善

2014年～2020年 省エネ活動事例

運用改善 設備投資

① 電気設備
適正運転時間管理
空転時間の低減

電気回生式ブレーキの採用
コンプレッサの吐出圧力低減

② 熱・燃料設備 立上げ･立下げ時間の短縮
燃料転換(重油⇒LNG)
高効率ボイラ導入(更新時台数削減)

③ 高圧受電設備
３年中長期計画で順次トップランナー化
(更新時の設備容量低減)

④ 照明設備
不要時消灯の徹底
照明間引き可能箇所の抽出

順次高効率照明の導入
センサ(タイマー・人感・照度)の積極導入

⑤ 空調設備
事務所設定温度徹底
（冷房：28℃ 暖房：20℃）

電気盤個別クーラーを一括空調管理に更新
順次ヒートポンプ式エアコンの導入

⑥ 自家発電設備
資源エネルギー庁推奨の
デマンドレスポンス（DR）参加

既存設備のIot化で自動制御による適正運用
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

関西電力
【２０２１年１月】

電力逼迫時
大活躍
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①【工場換気扇の不要時停止】

②【コンプレッサの吐出圧力の低減】

③【乾燥機の排気ファンの不要時停止】

診断提案による対策効果：運用改善①②③
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省エネ効果 16.3ｋL/年

削減金額 995千円/年

設備概要 換気扇容量×台数×負荷率：2.2kW×10台×80％
運転時間：24h×350日＝8400h/年→24h×200日4800h/年 3600h/年減

省エネ効果 9.0ｋL/年

削減金額 547千円/年

設備概要 圧縮機容量×台数×負荷率：37kW×4台×70％
運転時間：24h×350日＝8400h

省エネ効果 6.3ｋL/年

削減金額 387千円/年

設備概要 排気ファン容量×台数×負荷率：11kW×8台×80％
運転時間：(24h→23h)×350日＝(8400h→8050h)/年 350h/年減

まずはコストをかけずに実行できる運用改善から



④【蒸気配管・バルブの保温】 ⑥ 【乾燥機の断熱部の補強】

⑦ 【エアブローのパルス化】

⑤【送風機のVベルトを省エネVベルトに更新】

診断提案による対策効果：投資改善④⑤⑥⑦
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省エネ効果 22.2ｋL/年

削減金額 913千円/年

設備投資額 300千円 回収 0.3年

設備概要 配管：32A×5m 50A×5m
フランジ：32A×20枚 50A×20枚
仕切り弁：32A×5台 50A×5台
減圧弁：32A×10台 50A×10台
制御弁：32A×5台 50A×5台
運転時間：24h×350日＝8400h/年

省エネ効果 5.7ｋL/年

削減金額 342千円/年

設備投資額 60千円 回収 0.2年

設備概要 送風機容量×台数×負荷率：
5.5kW×20台×80％

運転時間：24h×350日＝8400h/年

省エネ効果 4.8ｋL/年

削減金額 198千円/年

設備投資額 100千円 回収 0.5年

設備概要 保温劣化箇所：10㎡ 120→40℃
運転時間：12.5h×300日＝3750h

省エネ効果 4.2ｋL/年

削減金額 259千円/年

設備投資額 420千円 回収 1.6年

設備概要 圧縮機容量×台数：37kW×4台
吐出流量×制御：
6.2～6.3㎥/min×INV制御
パルス化機器：
7000円/台×開閉時間比調整 50%
運転時間：
0.5h×350日＝175h/年



⑧【乾燥機冷却ファンのフィルタ清掃とインバーター制御の導入】

⑨【工場蛍光灯を器具一体型LED灯に更新】

⑩【計測診断による見える化のすすめ】
空気圧・蒸気圧などの見える化を進めて、解析する事により
問題点の把握・改善方法・効果の定量化につながる事をご提案頂きました。

診断提案による対策効果：投資改善⑧⑨⑩
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診断によりエネルギーロスが「見える化・数値化」
➡投資効果が明確になり投資改善が実行しやすくなりました。

省エネ効果 1.8ｋL/年

削減金額 110千円/年

設備投資額 125千円 回収 1.1年

設備概要 ファン容量×台数×負荷率：2.2kW×1台×40％
運転時間：24h×350日＝8400h/年

省エネ効果 5.7ｋL/年

削減金額 346千円/年

設備投資額 1800千円 回収 5.2年

設備概要 蛍光灯82W→LED灯27W
点灯時間：24h×350日×点灯率80%＝6720h/年
工事込み機器費用：30千円/台×60台
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サーモグラフィーによる「見える化」
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エア漏れ量を丸の大きさで図示
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部品・部材別分析漏れ量分析 漏れ量箇所別分析

エア漏れ診断の結果を層別した分析資料を頂きました

ホースの穴あきや継手等の身近なところに多いことに気付いた
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74箇所

2020/9/14現在
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【省エネ推進部署】

・やりつくし感・マンネリ化
・予算提案や各部署に
展開する為具体的な数値の
必要性

省エネ診断を受診して

【現場担当者】

・品質や納期が最優先で 、
省エネ活動の具体的な数値が
見えない部分は、あと回し

【経営層】

・重要度や費用対効果が
具体的な数値で見えてこない

・第三者専門家目線の重要性
自社内の「当たり前」に
改善箇所が多かった
・「イメージのみ」から具体的な数値
による評価手法とする事で
その後の改善が大きく進んだ

・「社内診断」「見える化」による展開で
具体的になにをすればよいかが明確になり
日常業務に組み入れやすくなった

・「見える化」「数値化」
された資料により
現場状況が把握しやすくなり
必要な箇所への選択投資が可能となった

選択
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